
６2022年（令和4年）4月30日（土曜日）（第三種郵便物認可）
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釧路商工会議所

釧路市大町1丁目1番1

電話代表41－4141

編集兼発行人

　　　　　川村　修一

　　印刷　釧路新聞社

　
釧
路
市
や
水
産
関
係
者
な
ど
で
つ
く
る
、
釧
路
市
養
殖
事
業
調
査
研
究
協
議
会
（
会
長

・
（
一
社
）
釧
路
水
産
協
会
　
檜
森
重
樹
専
務
理
事
）
の
設
立
総
会
が

日
（
金
）
午
後

３
時
よ
り
、
く
し
ろ
水
産
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。
当
所
も
協
議
会
に
参
画
し
、
釧
路

市
に
適
合
す
る
養
殖
事
業
の
調
査
研
究
を
行
っ
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日に行われた設立総会

合
同
会
社
説
明
会
の
開
催
を
Ｐ
Ｒ
す
る
ポ
ス
タ
ー

釧路市長特別表彰を

受賞した選手ら

　
日
商
簿
記
検
定
試
験
の
１
〜

３
級
が
６
月

日
（
日
）
に
実

施
さ
れ
ま
す
。

　
受
験
料
は
１
級
７
８
５
０

円
、
２
級
４
７
２
０
円
、
３
級

２
８
５
０
円
（
税
込
）
。

　
お
申
し
込
み
は
、
５
月

日

（
金
）
ま
で
窓
口
、
郵
送
（
現

金
書
留
）
の
ほ
か
、
ウ
ェ
ブ
で

も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
当
所
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
ま
た
は
当
所
振
興
課
０
１

５
４
（

）
４
１
４
３
ま
で
。

日
商
簿
記
に
挑
戦
を

５
月

日
ま
で
受
付

　
珠
算
検
定
試
験
の
１
〜
３
級

が
６
月

日
（
日
）
に
実
施
さ

れ
ま
す
。

　
受
験
料
は
１
級
２
３
４
０

円
、
２
級
１
７
３
０
円
、
３
級

１
５
３
０
円
（
税
込
）
。
お
申

し
込
み
は
５
月

日
（
木
）
ま

で
窓
口
、
郵
送
（
現
金
書
留
）

に
て
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
当
所
振

興
課
０
１
５
４
（

）
４
１
４

３
ま
で
。

珠

算

検

定

の

お
申
し
込
み
受
付
中

　
当
所
と
（
一
社
）
北
海
道
中

小
企
業
家
同
友
会
く
し
ろ
支

部
、
釧
路
市
主
催
の
「
２
０
２

２
く
し
ろ
合
同
会
社
説
明
会
」

が
、
５
月

日
（
木
）
午
前
９

時

分
か
ら
午
後
３
時

分

（
正
午
〜
午
後
１
時
は
消
毒
作

業
の
た
め
入
場
不
可
）
ま
で
釧

路
市
観
光
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

に
て
開
催
さ
れ
る
。

　
同
説
明
会
は
、
釧
路
で
の
就

職
を
希
望
す
る
学
生
・
生
徒
と

来
春
の
新
卒
採
用
を
予
定
し
て

い
る
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ

や
、
地
元
企
業
を
知
っ
て
も
ら

う
機
会
を
つ
く
り
、
若
者
の
地

元
定
着
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目

的
に
毎
年
こ
の
時
期
に
実
施
し

て
い
る
。

　
対
象
は
２
０
２
３
年
３
月
卒

業
予
定
の
大
学
・
短
大
・
高
専

・
専
門
学
校
の
学
生
や
高
校
生

（
既
卒
３
年
以
内
も
可
）
。
当

日
は
、
釧
路
市
内
に
本
社
ま
た

は
事
業
所
が
あ
る

の
企
業
や

団
体
が
出
展
予
定
で
、
個
別
ブ

ー
ス
で
企
業
の
担
当
者
か
ら
事

業
内
容
や
採
用
情
報
な
ど
を
聞

き
、
質
問
も
で
き
る
ほ
か
、
来

場
者
に
は
出
展
企
業
の
情
報
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
ガ
イ
ド
冊
子

も
配
布
す
る
。

　
会
場
で
は
、
感
染
症
対
策
と

し
て
飛
沫
感
染
を
防
ぐ
パ
ネ
ル

を
設
置
し
、
来
場
者
に
は
不
織

布
マ
ス
ク
着
用
の
徹
底
や
入
場

時
の
検
温
な
ど
を
行
う
ほ
か
、

密
を
避
け
る
た
め
高
校
生
は
学

校
ご
と
に
入
場
時
間
を
割
り
当

て
、
大
学
・
短
大
・
高
専
・
専

門
学
校
の
学
生
や
既
卒
者
は
、

入
退
場
は
自
由
だ
が
会
場
の
混

雑
状
況
に
よ
っ
て
は
入
場
制
限

が
か
か
る
場
合
が
あ
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
、
計

画
的
な
採
用
を
行
い
た
い
と
、

学
生
や
生
徒
と
直
接
話
す
こ
と

が
で
き
る
場
を
求
め
て
い
る
企

業
は
多
く
、
事
務
局
で
は
「
ぜ

ひ
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
釧
路

の
企
業
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め

の
良
い
機
会
と
な
れ
ば
」
と
参

加
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

　
な
お
、
今
後
の
感
染
状
況
に

よ
り
、
直
前
で
開
催
を
延
期
す

る
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
際
は
当

所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ

す
る
。

　
出
展
予
定
の
企
業
・
団
体
は

左
記
の
「
２
０
２
２
く
し
ろ
合

同
会
社
説
明
会
出
展
企
業
一

覧
」
の
通
り
。

　
釧
路
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
連
盟

と
釧
路
市
、
当
所
で
は
「
ス
マ

イ
ル
ジ
ャ
パ
ン
健
闘
を
讃
え
る

会
」
を

日
に
開
催
し
、
北
京

五
輪
で
活
躍
し
、
市
民
に
感
動

を
与
え
て
く
れ
た
ア
イ
ス
ホ
ッ

ケ
ー
女
子
日
本
代
表
で
釧
路
市

に
ゆ
か
り
の
あ
る
６
選
手
へ
、

感
謝
の
意
を
込
め
て
釧
路
市
長

特
別
表
彰
を
授
与
し
た
。

　
受
賞
し
た
の
は
（
写
真
左
か

ら
）
Ｇ
Ｋ
小
西
あ
か
ね
選
手
、

Ｄ
Ｆ
床
亜
矢
可
選
手
、
Ｆ
Ｗ
浮

田
留
衣
選
手
、
Ｆ
Ｗ
獅
子
内
美

帆
選
手
、
Ｆ
Ｗ
床
秦
留
可
選
手
、

Ｄ
Ｆ
細
山
田
茜
選
手
（
細
山
田

選
手
は
欠
席
）
。

　
当
日
は
中
島
谷
友
二
朗
コ
ー

チ
（
写
真
右
）
も
出
席
し
、
同

連
盟
の
足
立
功
一
会
長
や
蝦
名

大
也
釧
路
市
長
か
ら
感
謝
の
言

葉
が
贈
ら
れ
た
。

市
長
特
別
表
彰
を
授
与

ス
マ
イ
ル
Ｊ
６
選
手

　
マ
ル
経
資
金
で
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

を
受
け
て
い
る
事
業
者
の
方
を

対
象
に
、
６
月
末
ま
で
制
度
の

拡
充
が
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
通
常
の
融
資
限
度
額
と
別
枠

で
１
０
０
０
万
円
追
加
さ
れ
、

別
枠
に
つ
い
て
当
初
３
年
間
は

通
常
利
率
（
１
日
現
在
１
・

％
）
か
ら
０
・
９
％
引
き
下
げ

と
な
る
ほ
か
、
要
件
に
該
当
し

た
場
合
、
当
初
３
年
間
が
実
質

無
利
子
と
な
る
特
別
利
子
補
給

制
度
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
詳
し
い
対
象
要
件
な
ど
は
、

当
所
地
域
振
興
部
０
１
５
４

（

）
４
１
４
３
ま
で
。

マ
ル
経
資
金
を

ご
活
用
く
だ
さ
い

　
釧
路
市
の
水
産
業
は
、
国
内

有
数
の
水
揚
げ
高
と
高
い
水
産

加
工
生
産
高
を
有
し
て
お
り
、

生
産
か
ら
流
通
加
工
と
い
っ
た

多
く
の
水
産
関
連
企
業
も
集
積

す
る
な
ど
釧
路
市
の
基
幹
産
業

と
し
て
地
域
経
済
を
支
え
て
き

た
。

　
し
か
し
、
近
年
の
海
水
温
上

昇
や
主
力
魚
種
の
不
漁
、
赤
潮

の
発
生
な
ど
に
よ
っ
て
厳
し
い

状
況
が
続
い
て
い
る
こ
と
か

ら
、
自
然
環
境
の
変
化
に
左
右

さ
れ
な
い
水
産
養
殖
事
業
の
必

要
性
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
本
協
議
会
は
、
水
産
都
市
と

し
て
築
き
上
げ
て
き
た
基
盤
や

技
術
力
、
ま
た
長
年
に
わ
た
り

種
以
上
の
増
養
殖
事
業
に
取

り
組
ん
で
き
た
知
見
な
ど
を
生

か
し
、
原
魚
不
足
の
解
消
と
漁

業
関
係
者
の
経
営
安
定
、
雇
用

確
保
に
つ
な
げ
、
地
域
経
済
の

発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

に
設
立
さ
れ
、
市
内
の
水
産
関

係
者
や
試
験
研
究
機
関
、
経
済

団
体
な
ど

団
体
が
参
画
し
て

い
る
。

　
設
立
総
会
で
は
協
議
会
の
役

員
や
規
約
、
２
０
２
２
年
度
の

事
業
計
画
・
予
算
な
ど
が
提
案

さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。

　
今
後
は
、
オ
ー
ル
釧
路
で
養

殖
漁
業
の
可
能
性
を
探
り
、
海

面
養
殖
技
術
と
、
海
洋
環
境
に

依
存
し
な
い
陸
上
養
殖
技
術
に

関
す
る
研
究
や
実
証
実
験
の
ほ

か
、
専
門
家
を
招
い
た
講
演
会

や
先
進
地
の
視
察
な
ど
を
行
う

予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
当
所
で
は
昨
年
度
青

年
部
の
活
動
に
お
い
て
、
産
業

基
盤
が
整
備
さ
れ
て
い
る
水
産

業
に
着
目
し
、
当
地
域
で
の
水

産
養
殖
事
業
の
可
能
性
に
つ
い

て
探
る
た
め
、
研
究
施
設
や
事

業
者
を
視
察
し
た
ほ
か
、
専
門

家
を
招
き
例
会
を
実
施
し
て
き

た
。

　
こ
れ
ら
の
活
動
か
ら
、
当
所

と
し
て
も
当
地
域
に
お
け
る
陸

上
養
殖
事
業
の
可
能
性
に
つ
い

て
の
調
査
を
地
場
産
業
振
興
策

推
進
の
項
目
の
一
つ
と
し
て
今

年
度
の
事
業
計
画
に
新
た
に
加

え
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く

こ
と
と
し
て
お
り
、
本
協
議
会

で
も
今
後
、
委
員
と
し
て
積
極

的
に
活
動
に
参
画
し
て
い
く
。
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